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普及・技術支援等の概要

　林産試験場では，研究成果の普及や企業等に対する技術支援に取り組んでいます。

○重点的に普及を図った成果

　屋外遊具の性能やメンテナンス軽減のための木製ハイブリッド遊具，塗膜面を長持ちさせる塗装技術，エ

クステリア製品のライフサイクルコストや経済波及効果を全道 10 か所でフォーラム形式で普及を行ったほか，

研究課題「IT による人工林からの内装材生産技術」「住宅土台用カラマツ単板集成材」「コアドライ ® 乾燥技術」

「嗜好品に適した新しい道産キノコ」さらに「早生樹「ヤナギ」を活用したシイタケ栽培技術」などについて

成果の普及を図りました。

○展示会等への出展などによる普及

　東京で開催されたジャパンホームショーのほか，道銀ビジネス EXPO などに出展しました。

○外部団体等への協力・連携

　外部機関が木材利用の普及などのために行うイベントに対し，後援や当場が所有する展示物の貸し出しなど

の協力を行っています。25 年度は，愛媛県総合科学博物館の南極展に当場所有の南極そりを貸し出したほか，

コープさっぽろ，中標津町の行事などに協力しました。

　また，「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」の施行により公共建築物の木質化を推進す

る道内自治体等に対し，木材利用に関する技術的なサポートを行いました。

「研究・普及サイクルのシステムづくり」事業

　本事業は，林産試験場が道内各地に出向き，研究成果を普及するとともに技術的課題などを聞き取り研究に

反映させていく取り組みで，平成 15 年度から行っています。企業等への支援において，効果的かつ重要な取

り組みとして実施しています。

　具体的には，林産試験場が各地域の「フロントランナー企業」を中心に巡回訪問し，各企業の経営者や技術

担当者と面会し情報交換を行っています。特に場長が同行してトップセールスも兼ねた訪問を，25 年度は 10

の団体等に行いました。

　また，木材利用の基本である木材乾燥技術について，全道の担当者の技術力を底上げするため，林産試験場

が各地に出向いて講習する「木材乾燥技術セミナー」を本事業の一環として実施しました（詳細は，後述の「行

事等の開催による成果普及」を参照）。

　事業実施に際しては，各振興局の林務課や森林室と企業情報・地域課題等を共有するなど連携を図っていま

す。
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　　参加者数：254 名

　① 口頭発表

◆木材利用の活動報告（座長：水産林務部森林環境局森林活用課総括普及指導員兼主幹　小野寺英美）

・木質資源の安定供給体制整備に向けた広域的な取組　

 上川総合振興局　南部森林室　普及課 牧野　忍

・留萌材の販路拡大のための取組について

 留萌振興局　森林室　普及課 安元　岳玄

◆木材利用の活動報告（座長：水産林務部森林環境局森林活用課総括普及指導員兼主幹　小野寺英美）

・アカエゾマツ人工林材でピアノ響板を作る－楽器用材としての利用可能性と資源量－

 森林研究本部　企画調整部 真田　康弘

◆森林資源の総合利用（座長：利用部長　森　満範）

・栽培上有利な突然変異体の育種とＤＮＡによる検出技術の開発　―胞子欠損性株の育種―

 利用部　微生物Ｇ 米山　彰造

・樹皮成分の新たな用途の創出に向けた検討 利用部　バイオマスＧ 折橋　健

◆道産建築用材の需要拡大（座長：技術部長　由田　茂一）

・アカエゾマツ人工林間伐材の製材品質に関する調査 利用部　マテリアルＧ 佐藤　真由美

・道産カラマツを用いたプレミアム集成材の開発 技術部　生産技術Ｇ 松本　和茂

◆安全・安心・快適な高付加価値製品の開発（座長：性能部長　前田　典昭）

・道産カラマツおよびトドマツを用いた防火木材の開発 

 法人本部　連携推進部　連携推進Ｇ 河原﨑　政行

・道産シラカンバによる内装材の開発 性能部　居住環境Ｇ 秋津　裕志

・木質系屋内運動床の現地調査事例報告 技術部　製品開発Ｇ 澤田　哲則

　② 展示発表

・十勝管内における地域材の利用促進に向けた取組について 

 十勝総合振興局　森林室　普及課 中辻　仁志

・集成材の接着耐久性と補修 性能部　耐久・構造Ｇ 藤原　拓哉

・MDF の腐朽促進方法の検討 利用部　微生物Ｇ 東　智則

・道産針葉樹の樹皮を用いた合板製造の効率化 性能部　居住環境Ｇ 宮﨑　淳子

・道産シラカンバによる内装材の開発　－どのような性能か？－　性能部　居住環境Ｇ 鈴木　昌樹

・北海道産白樺を用いた吸音パネル“eco シラパネル”の開発 - 吸音パネルの接着性能と曲げ性能 -

 技術部　生産技術Ｇ 古田　直之

　　　 滝澤ベニヤ ( 株 ) 瀧澤　貴弘

研究成果発表会

　『平成 26 年北海道森づくり研究成果発表会（木材利用部門）』

　林産試験場では，その年度の業績を広く公表する場として，平成 4 年度（平成 5 年 3 月）から研究成果発表

会を開催しています。平成 16 年度からは，北海道および林業試験場との共催のかたちで「北海道森づくり研

究成果発表会」に発展させて開催し，全道の各振興局林務課や森林室，森林管理局，市町村，企業，団体等か

ら発表を募り，木材をはじめ森林資源の利用技術について広く情報を交換しています。

　主に平成 25 年度の研究成果を公知させるため，標記発表会を次のとおり開催しました。

　

　　日　　時：平成 26 年 4 月 17 日（木）10:20 ～ 16:05

　　場　　所：旭川市大雪クリスタルホール　大会議室，レセプション室（旭川市神楽 3 条 7 丁目）
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・ペット共生型住宅のための木質系床材の開発 技術部　製品開発Ｇ 松本　久美子

・国産材を用いた CLT の強度性能 技術部　生産技術Ｇ 大橋　義徳

 　　　　　　　　　　　　　　（性能部　耐久・構造Ｇ 戸田　正彦）

・国産小径材を用いた接着重ね梁のクリープ特性 技術部　生産技術Ｇ 大橋　義徳

・枠組壁工法住宅における道産材利用の新たな取り組み 技術部　生産技術Ｇ 大橋　義徳

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（技術部　生産技術Ｇ 中嶌　厚）

・枠組壁工法住宅の部位別の自給率に応じた地域経済波及効果と温室効果ガス排出量の推計 

 利用部　マテリアルＧ 古俣　寛隆

・製材工場で木質バイオマスをエネルギー利用した場合の各種シミュレーションの結果 

 利用部　バイオマスＧ 石川　佳生

・木材のレーザ切断に関する検討 技術部　生産技術Ｇ 八鍬　明弘

・木質熱処理物のセシウム，ストロンチウムイオン処理による錯体の形成 

 利用部　マテリアルＧ 本間　千晶

・いろいろな原料でペレット燃料をつくる 利用部　バイオマスＧ 山田　敦

・林地残材からの燃料製造用粉砕機の開発 技術部　製品開発Ｇ 山崎　亨史

・早生樹「ヤナギ」を活用したシイタケ栽培の可能性 利用部　微生物Ｇ 原田　陽

・トドマツおが粉の活用に有効なブナシメジ新品種 利用部　微生物Ｇ 原田　陽

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（技術部長 由田　茂一）

・タモギタケ白色菌株の素材開発 森林研究本部　企画調整部　企画課 　宜寿次　盛生

文中（　）内は発表者

行事等による成果普及

　研究成果発表会のほかに，各種行事の開催や参加により研究成果の普及に取り組みました。

行事等の開催による普及
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行事等への参加による普及
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木材利用の理解を図る普及（イベント協力等）

　林産試験場で開発した製品や技術を知ってもらうと同時に，木材のやさしさ，あたたかさ，木材を使った創

作の楽しさなどを理解してもらう機会として，以下の展示会やイベント等に参加・協力しました。また，各種

団体が主催したイベント等に展示パネル等を貸し出しました。

出展協力した展示会・イベントの概要

木のグランドフェア

　平成 4 年度から ( 一社 ) 北海道林産技術普及協会との共催により林産試験場内で行っていたイベントを，6

年度から「木のグランドフェア」と改称しました。木のグランドフェアは，一般道民の木製品に対する理解の

向上と木育の推進及び木材の利用拡大を目的に，「木と暮らしの情報館」とログハウス「木路歩来（ころぽっ

くる）」を活用した地域貢献事業として実施しています。

　25 年度の「第 22 回木のグランドフェア」は，以下の内容で 7 月 27 日 ( 土 ) から 10 月 6 日 ( 日 ) まで開催し，

期間中の入場者は約 3,500 人でした。

木のグランドフェアの内容
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研究業績等の発表

　林産試験場の研究業績等は，研究発表会ならびに林産試験場報や林産試だより，その他の刊行物で公表され

ています。

1）学会等での研究発表

　学会およびその他の発表会等で発表したものは次のとおりです（外部機関が筆頭のものは含みません）。
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2）刊行物等で発表した研究業績等（平成 25 年 4 月～ 26 年 3 月掲載）

　外部刊行物への投稿状況は次のとおりです（一部外部機関が筆頭のものを含みます）。
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3）林産試だよりで発表した研究業績等

　林産試だよりは，12 回発行しました。タイトル等は次のとおりです。
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ホームページ

　林産試験場ホームページ（http://www.fpri.hro.or.jp/）により，最新の研究成果や普及・技術支援情報を

発信しました。

　林産試験場ホームページの 25 年度更新回数は 64 回，主な新規・更新情報は次のとおりです。

○研究について（平成 25 年度試験研究課題，研究成果発表会）

○技術支援制度のご案内

○刊行物＆データベース（林産試だより 2013 年 4 月号～ 2014 年 3 月号，平成 24 年度年報）

○マニュアル・特集（木製サッシフォーラム 2013，技術相談・回答事例集『Q&A　先月の技術相談から』，

　木製遊具の耐久性向上を図る設計資料集，新しい土台用構造材：カラマツ単板集成材「LVG」，

　道総研が開発中の木材乾燥技術：コアドライ）

○その他，各種林産試験場に関する情報（入札情報，イベントに関するお知らせ等）

研究に関する主な報道状況

　報道機関の取材に積極的に応じ，研究成果の PR に努めました。主な報道は次のとおりです。
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視察・見学

　24 年度の視察・見学者数および視察・見学者に対して行った講義は，次のとおりです。
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技術相談

　25 年度の相談件数は総数で 607 件でした。これを部門別に示すと次のとおりです。

技術指導

　25 年度の技術指導は年間 141 件，延べ 222 人でした。項目別に示すと次のとおりです。
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依頼試験

　25 年度の依頼試験は，木材工業関連企業等からの依頼により，サッシの性能試験，ボード類の品質試験，

木材の強度試験など 115 項目 167 件の試験及び分析 ･ 鑑定を行いました。

設備使用

　25 年度の木材工業関連企業等による林産試験場の機械設備などの使用件数は 82 件，延べ 527 時間（100 日）

でした。主な使用機械は，耐火試験炉，分光光度計，原子吸光分光光度計，気密・水密試験装置などです。

技術研修

　25 年度の技術研修の受講者は 1 名でした。内容は次のとおりです。

場外委員会活動等

　公共性が高く専門的知識が求められる各種委員会からの委員委嘱等については積極的に応じました。25 年

度の委嘱状況は次のとおりです。年度中に委員等を交替している場合は後任者を記載しました。
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